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安全衛生情報 2025年 4月 28日(月)                        Ｎｏ．737 

NPO 法人 北海道勤労者安全衛生センター  

HP： http://www.hokkaido-osh.org/index.html  

再掲載「カスハラアンケート調査」 の速報【概要】公表中    https://e-union.net/kasuhara2024/  

    業種・職種別の傾向を分析して「調査結果報告書」を作成しています 
  アンケート結果は、上記のサイトの「アンケート結果を見る」、から閲覧することができます。ぜひ、ご覧くださ

い。多くの方が被害にあっており、「1回から 5回」の人が 29.8％、合計すると 40.7％の方が被害に遭い、11回

から 15回という過酷な被害を受けた方もいるという深刻な実態があきらかになっています。現在、調査結果を分

析しているところです。これらをまとめて、6月 20日(金)開催の総会で「調査結果報告書」として皆さんに報告す

るとともに、マスコミにも公表する予定です。こうしたことにより、加害者に人権問題であることを気づいてもらい、

少しでも被害が減って「サービスする側も受ける側も共に尊重される社会」となるよう、働く人々の勤務環境が改

善されるために、調査結果を大切に活用していきたいと考えています。被害の実態を次のように分析していま

す。         【例】 「被害に遭ったことがある」 地方公務員 教育職 回数内訳のグラフ 

 

 

 

 

 

 

 

 

NEW 留萌人権擁護委員会が「カスハラに遭わない・しない 〜職場のハラスメントは人権侵害〜」

セミナー開催  カスハラ防止について講演  「ハラスメントかるた」登場 

４月23日㈬、留萌市で留萌人権擁護委員総会が開催され、総

会後の研修で「カスハラに遭わない・しない 〜職場のハラスメン

トは人権侵害〜」をテーマに、当センターの齊藤勉特別講師が講

演を行いました。 

講演中に登場した、全国初（？）の「ハラスメントかるた」では、人権擁護委員の皆さんと大いに盛り上がりまし

た！また、日刊留萌新聞さんにも丁寧に取材していただきました。「小中学校向けの“いじめかるた”を作っては

どうか？」という提案や、「大阪万博での土下座騒動はカスハラに当たるのか？」といった鋭い質問も飛び出し、

人権擁護委員の皆さんとともに、充実した研修の時間となりました。 

http://www.hokkaido-osh.org/index.html
https://e-union.net/kasuhara2024/
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NEW 「カスハラ防止措置義務」を事業主に課す改正は 2027 年度から施行見通し  

労働施策総合推進法の改正案 

政府は、3月 11日「労働施策総合推進法」等の一部を改正する法律案を閣議決定し、同日中に国会に提出

しました。改正法案は、多様な労働者が活躍できる就業環境の整備を図るため、ハラスメント対策の強化、女性

活躍推進法の有効期限の延長を含む女性活躍の推進、治療と仕事の両立支援の推進などの措置を講ずること

を目的とするものです。 

提出理由として、「多様な労働者が活躍できる就業環境の整備を図る」ため

に、カスタマーハラスメントや求職者等へのセクハラ防止のための雇用管理上の

措置義務および職場における治療と仕事の両立支援についての努力義務を課

すことなどを挙げています。具体的内容は、はじめて「カスタマーハラスメント」の

定義を盛り込み措置義務を課しており、国・事業主・労働者および顧客等の責任

を明確化しています。さらに、職場におけるハラスメントを行ってはならないことに

ついて国民の規範意識を醸成するために、啓発活動を行う国の責務を定めてい

ます。その上で、カスタマーハラスメント防止のため事業主に雇用管理上の措置

義務を課すことの施行期日については、「公布の日から起算して 1年 6月を超

えない範囲において政令で定める日」ともしていています。改正法の「公布の日」は今年の年央となる見通しとも

言われています。 

 

NEW カスハラ被害「名札で SNS特定も」 サービス連合 表記検討を重点政策に                   

名札やメールアドレスでの実名開示が、カスタマーハラスメントの要因になるとして、ホテル・旅行業の産業

別労働組合である「サービス連合」は今年度の重点政策に「労働者のプライバシー保護」を盛り込みました。

政府にガイドライン作成を求めるとともに、企業に対して不必要な実名表記など職場のルールの見直しを求め

るとしています。 

重点政策の発表会見では、すでにコンビニ・スーパーマーケットでは名札の実名表記の見直しが進む一方

で、ホテル業界では「お客様に名前を覚えていただいてこそ」という風潮が強いと指摘しています。「インターネ

ット検索によって SNSが特定され、ハラスメントにつながる危険性があるとして、本当に実名である必要はあ

るのか、通称で事足りるのではないかなど、各職場で検討の機会を持ってほしいともしました。 

 

NEW セクハラはなぜ起こるのか！ 被害者からの相談に寄り添うためにしてはいけないこと     

セクシャルハラスメントに関する配慮のない発言をしたことによって、「セクハラ被害を訴える人に否定的な考

えを持っている」「社内で同じことが起きたら、陰口でこんなことをいう人」と、相手に不信感を感じさせてしまうこ

ととなることを前回お伝えしました。また、セクハラ被害者に対して被害者の言動に非があったのではないかとい

う発言は、二次ハラスメントにつながってしまうことも指摘しました。 

今回は、被害者からの相談に会社・企業の担当者として話を聞く際の NG対応例

を紹介します。相談窓口だけではなく、職場の上司・先輩として適切な対処を行う必

要があますが、相手の話を相手目線で聴き、単に事実だけではなく、どのように思

ったのか感情も受け止めることが求められます。そのため、相談者に共感を示さな

い NG発言を覚えておきましょう。「あなたの行動・発言に問題はなかったですか？

考えすぎでは？」これは、相談者・被害者に問題があるかのような発言です。加害

者を正当化する発言として「あの人はそんなことをする人ではないですよ」があります。「そんなことをすると加害

者から仕返しされるかもしれない」とか「気にしても仕方がないんだから忘れた方がいい」などは相談者、上司と

してあるまじき返答で、「ハラハラ」逆ハラスメントになってしまいます。現場の一人ひとりの意識を変えていく職

場環境づくりを啓発していくことが求められます。 
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NEW 新入社員シリーズ【3】 Z 世代とのコミュニケーション 飲み会に来たがらない新人 

先週号で新人社員 K さんが「転勤を命じられたら、辞めます」と言い出して、50代の S

さんは唖然とし、転勤拒否は「転勤はわが社のルールだ、わがまま言っているのは許せ

ない！社会人失格だ！」とする年配社員の話をしました。その中で上司・先輩は、ベテラ

ンとして対話の機会を作り、理由を穏やかに聴き取り、新人が中長期的な視点に立って

冷静に考える機会を作ることが大切なことをお伝えしました。 

今回は、新入社員に歓迎を兼ねた取引関係も含めた懇親会の案内をしたところ、「飲

み会は仕事なんでしょうか？残業代は出ますか？」との反応で、ある上司は感情的に「こ

れからはもう誘わないぞ、やる気のない奴の面倒はもう見ない！」と言ったそうです。Z世

代の人たちは、感情的に扱われたり突き放されたことにむしろ中高年層よりも敏感だと言

われています。職場の飲み会で酒を注いで回ることが重要という認識・価値感を持つ若

年層は少数派で、誘われて参加の判断は「自由にしてよい」というのが「令和」の標準なのです。言い換えれば、

Z世代の多くは、会食を通じて職場の関係者と仲良くなろうという強い動機はあまりないというわけなのです。 

タイパやコスパの損得勘定が行動原理と言え、目に見えるメリットが必要とも言われています。新人たちを職

場では無条件で歓迎して適応してもらうことを優先し、飲み会以外の交流の仕方や希望を聞くことや、日々のミ

ーティングで仕事以外の雑談を挟んでコミュニケーションを図ることも重要と言われています。 

飲み会を断った若手にも、次の朝に「おはようございます！」との声かけを欠かさないことも大切です。 

 

お知らせ安全衛生センターの教育 DVD（レンタル料無料） 北海道安全衛生センター所有 DVD 一覧（PDF）  

申込は safety@rengo-hokkaido.gr.jp                  会員組織でなくてもお貸します 

企業・団体での研修会講師の依頼・相談も当センターへ 

 

■ 中┃災┃防┃技┃術┃支┃援┃部┃情┃報┃ 

令和６年度の研修・セミナーの開催日程もホームページに掲載しています。 

詳しくは、各研修等のページをどうぞご確認ください。 

https://www.jisha.or.jp/seminar/oshms/index.html 

＜安全衛生団体＞ 

■中央労働災害防止協会 http://www.jisha.or.jp/ 

■ 厚生労働省ホームページ https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_40277.html に掲載。 

■ 北海道安全衛生サービスセンター http://www.jisha.or.jp/hokkaido/ 

■ 安全衛生情報センター   http://www.jaish.gr.jp/index.html」  

■ 労働科学研究所 http://www.isl.or.jp/ 

■ 労働者健康安全機構   https://www.johas.go.jp/ 

■ 労働安全衛生総合研究所 https://www.jniosh.johas.go.jp/ 

■ 北海道産業保健総合支援センター（産保センター） http://www.hokkaidos.johas.go.jp/ 

■ 職場のあんぜんサイト (mhlw.go.jp) 

http://www.hokkaido-osh.org/pdf/dvd_list.pdf
mailto:safety@rengo-hokkaido.gr.jp
http://www.jisha.or.jp/
https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_40277.html
http://www.jisha.or.jp/hokkaido/
http://www.jaish.gr.jp/index.html
http://www.isl.or.jp/
https://www.johas.go.jp/
https://www.jniosh.johas.go.jp/
http://www.hokkaidos.johas.go.jp/
https://anzeninfo.mhlw.go.jp/
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■ 労働調査会  https://www.chosakai.co.jp/ 

■ 日本産業カウンセラー協会北海道支部  

一般社団法人日本産業カウンセラー協会北海道支部 (counselor.or.jp) 

【必見】「2024年度 働く人の悩み相談室」開設中！しております。詳しくはこちらから お申込み・お問い

合わせは下記までご連絡下さい。▼ご予約は電話：011-209-7000（平日 9時～17時 ※土日祝日はお

休み） メール：sapporo@counselor.or.jp（当日をご希望の方はお電話での受付になります。） 

〇 個人の方へ | カウンセリングのご相談 | 一般社団法人日本産業カウンセラー協会 北海道支部 

(counselor.or.jp) 

〇日本産業カウンセラー協会   http://www.counselor.or.jp/  

＜行政＞ 

■ 厚生労働省 http://www.mhlw.go.jp/  

■ 厚生労働省 北海道労働局  https://jsite.mhlw.go.jp/hokkaido-roudoukyoku/ 

■ 北海道 https://www.pref.hokkaido.lg.jp/ 

■ こころの耳（メンタル専用サイト） http://kokoro.mhlw.go.jp/     

「事例紹介」に検索機能を追加しました。 

こころの耳 Q&A｜こころの耳：働く人のメンタルヘルス・ポータルサイト (mhlw.go.jp) 

■ パワハラポータルサイト「明るい職場応援団」 https://www.no-harassment.mhlw.go.jp/ 

■ アスベスト情報 http://www.mhlw.go.jp/new-info/kobetu/roudou/sekimen/index.html  

■ 独法 労働政策研究・研修機構 （JIL）  https://www.jil.go.jp/  

■ いじめ・メンタルヘルス労働者支援センター（IMC） http://ijimemental.web.fc2.com/index.html 

＜おすすめＨＰ＞ 

●  ガン情報 がん対策情報センターについて 

●  がんと仕事のＱ＆Ａ 

●  過労死防止学会 http://www.jskr.net/ 

●  全国過労死を考える家族の会 http://karoshi-kazoku.net/ 

●  日本アドラー心理学会 http://adler.cside.ne.jp/index.html 

〒０６０－０００４   札幌市中央区北４条西１２丁目 ほくろうビル ５Ｆ 

事務局長理事  木下真一    TEL ０１１－２７２－８８５５  safety@rengo-hokkaido.gr.jp 

https://www.chosakai.co.jp/
https://hokkaido.counselor.or.jp/
https://hokkaido.counselor.or.jp/wp-content/uploads/2024/04/2024Leaflet_a4.pdf
https://hokkaido.counselor.or.jp/counseling/personal/
https://hokkaido.counselor.or.jp/counseling/personal/
http://www.counselor.or.jp/
http://www.mhlw.go.jp/
https://jsite.mhlw.go.jp/hokkaido-roudoukyoku/
https://www.pref.hokkaido.lg.jp/
http://kokoro.mhlw.go.jp/
https://kokoro.mhlw.go.jp/case/
https://kokoro.mhlw.go.jp/qa/#qa-329
https://www.no-harassment.mhlw.go.jp/
http://www.mhlw.go.jp/new-info/kobetu/roudou/sekimen/index.html
https://www.jil.go.jp/
http://ijimemental.web.fc2.com/index.html
http://www.ncc.go.jp/jp/cis/about.html
http://ganjoho.jp/public/support/work/qa/index.html
http://www.jskr.net/
http://karoshi-kazoku.net/
http://adler.cside.ne.jp/index.html
mailto:safety@rengo-hokkaido.gr.jp

